










































We aim at the hospital chosen as many junior residents.






























































が、１年後の第 47 回目には 100 名を超える参
加者が集まることになった。
この取り組みを実施するにあたっては、渕
上忠彦院長（現名誉院長）、横田英介副院長（現
院長）をはじめとした幹部職員の理解と後押
し、そして実際の救急部カンファレンスの企
画、運営（司会・進行）を行ってくれている
藤﨑智明救急部部長（第一内科部部長）の協
力が、教育研修推進室の支えになっているこ
とは言うまでもない。
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
（２）広報媒体としての有効活用（その１）
救急部カンファレンスをはじめとして、特
に研修医が参加するイベントについては、当
院の初期臨床研修をアピールする絶好の機会
であると捉え、松山赤十字病院初期臨床研修
SITE に毎週掲載するとともに、掲載後は松山
赤十字病院公式 facebook へ自動的に投稿され
るよう設定している。（図６）

（３）広報媒体としての有効活用（その２）
「臨床実習を行う医学部生」や「病院見学者」
には、救急部カンファレンス等への参加を促
し、見学者自身に当院での初期臨床研修の一
場面を体感してもらうことにしている。現在
までに延べ192名の医学部生が救急部カンファ
レンスに参加した。
４．結果
事務局業務を集約化し、全面的に開催支援
を行った結果、研修医及び医師を中心とした
多職種職員、そして医学部生が積極的にカン
ファレンスに参加するようになった。（図７）
この結果は、病院が掲げた戦略的目標の一
つである「研修医に選ばれる病院作り」を各
部署職員が共有し、同じベクトルを向いて取
り組めたことが大きな要因であったと感じて
いる。また、平成 24 年度には新たな取組みと
して、「研修医とともに学ぶ－職種を超えた知
識の向上－」を合言葉に検査部が「検査部ワー
クショップ」を、平成 25 年度には病理診断科
部が「病理診断科部ワークショップ」を、そ
して放射線科部が「放射線科部ワークショッ
プ」を企画・開催してくれた。（図８）
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職員一人ひとりに「研修医を育てる」とい
う意識が芽生え始め、組織文化として定着し
てきたことを実感できた一例である。
教育研修推進室を中心に様々な取組みを
行った結果、平成 24 年度はフルマッチを、そ
して平成 25 年度においても２年連続でフル
マッチを達成した。
教育研修推進室が担い、そして求められた
役割は、以下のとおりである。
（１）研修医をはじめとした職員が参加しやす
い研修環境の提供。
（２）カンファレンス計画のコーディネート及
び進捗管理。
（３）研修医と指導医及び多職種他部門との橋
渡し役となり、「職員全員で研修医を育
てる」という意識改革の推進役。
（４）研修医を主役にした各種媒体を通しての
広報活動の展開。
５．今後の課題
カンファレンスの更なる充実とその評価を
行ない、研修医の満足度向上に繋げる。そして、
研修医のみならず全ての医療人から信頼され
る教育研修部門となり、病院の基本方針にも
掲げられている「次代を担う医療人を育成・
支援する」ために、更に活動範囲を広げていく。
そして事務職員としては、経営マネジメント
能力の向上に努め、全ての医療従事者がその
専門的能力を発揮できるような環境を整備す
るとともに、多職種他部門から信頼される事
務職員となることを目指して行く。
